
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

皆さまこんにちは、社長の近藤です。12月21

日に「第2回 ジャパンSDGs アワード」の授賞式

に参加するために、総理大臣官邸に行ってきまし

た。この度、安倍総理大臣を本部長とするSDGs

推進本部より、SDGs達成に向けた取り組みにお

いて、特に顕著な功績があったと認められる企業

又は団体として、SDGs推進副本部長（外務大

臣）賞を授与されました。 

「ジャパンSDGsアワード」は、全ての国務大

臣を構成員とする持続可能な開発目標（SDGs）

推進本部が、SDGs達成に資する優れた取り組み

を行っている企業・団体等を表彰する制度です。 

そして「SDGs」とは、Sustainable Devel-

opment Goalsの略であり、2015年9月の国連

サミットで採択された、2030年を期限とする先

進国を含む国際社会全体の17の開発目標があり

ます。 

49年前に弊社会長が事業を開始して以来、多く

の方々に支えていただきご協力をいただいたこと

に改めて感謝申し上げます。さらに社員がコツコ

ツと日ごろ業務を続けてくれたこと、そして私た

ちが携わっている自動車リサイクル業の可能性を

日本政府に認めていただき、当日は安部首相とな

らぶ弊社会長の姿を見て感動しました。 

他の受賞企業を見ても、世の中でリサイクルや

後始末といった重要性が高まっていることも実感

しました。 

今回の受賞を踏まえ、SDGs推進において日本

を代表する民間企業として、同業者間の協調はも

ちろん、多様なセクターとの協調を通じ、SDGs

の真髄とも言える「誰一人取り残さない」社会の

実現に向けて、今後も静脈産業のあり方の追求・

実践を進めて参ります。 

 12月21日 「第2回 ジャパンSDGs アワード」授賞式 



 

 

  農業の取り組み ～農業事業部より～【いのちのもとにふれる!!】 

  

 謹んで初春のお慶びを申し上げます。2019年、平成の元号が幕を閉じ、新しい時代を迎え

ますね。皆様にとっても今年1年が充実したものになります事、スタッフ一同お祈り申し上げます。 

 さて、2016年9月羽咋市と「農業事業を共に発展させて行きましょう！」という事で、合意を交わ

しました。2017年2月には自然栽培のメンターでもある木村秋則先生を招いてのシンポジウムを、そ

して2018年2月には、自然栽培の食材をフルコースで味わう「夢のディナーin石川」を羽咋市始め関

係者の皆様と共に開催する事ができました。2018年春には邑知の郷公園の１区画をお借りして、大

豆や芋の栽培を行いました。 

 2018年末いよいよ、ハウスが完成！！2019年1月よりハウスが本格稼働し始めます。1月からト

マトの苗を植えるために、12月に種まきを実施しました(掲載写真)。美味し

いトマトに育ってね！と一粒一粒に思いを込め作業を行いました。新設のハウ

スの詳しい様子や、コンセプトは次月以降追ってお伝えして行きますね！ 

2019年、新しい挑戦ができる事を誇りに思い、これからも農業を通して、お

客様に元気と笑顔をお届けできるよう会宝農園スタッフ一同精進を続けます。

本年もどうぞ、よろしくお願いします！（担当：田中）  

☆2019年、人にも地球環境にも貢献できる農業を通して、食卓に笑顔をお届けします！ 

寒い冬もしあわせのトマトは実っています！！

http://agribalance.jp/ 

 こんにちは！国際業務部の小林です。昨年、二度目の通関士試験

に挑戦し、合格する事が出来ました。 

 まず、通関士について少し説明します。通関士は、輸出入者に代

わり国際物流の正しい手続きを行う「貿易を支える仕事」です。モ

ノが日本の国境を越える現場では、「輸出入に問題のない貨物かど

うか」、「関税などを徴収すべきかどうか」などの判断が必要にな

り、それを管轄しているのが「税関」です。通関士はこの税関に代わり、輸出入時のさまざまな手続き

を行い、安全で正しい貿易活動を支えています。そんな通関士の試験をなぜ受験しようと思ったのかと

いうと、弊社専務取締役から「貿易は法律です」と教わってから、貿易について知れば知るほど、色々

な国内外の法律が関わっていて、弊社が今後も輸出を行っていくには中途半端な知識だけでは、もしか

したらお客様へコンテナを届けることができなくなるかもしれない、と感じたからです。今後も市場や

法律は変わっていきます。その都度、どんな

状況でもお客様のもとへ問題なくお届けがで

きるように、しっかりと対応できる体制づく

りを行っていきたいと思います。 

 

     農業の取り組み ～農業事業部より～【新しい挑戦に向けて! 】 

 

 ● 今月の出番 ●          

 小林宏子さんです。 
財務省管轄の国家資格『通関

士試験』に昨年12月合格しま

した！（合格率14,6％） 

おめでとうございます！                      



 

 

    今月のパチリ☆ 

    

 明けましておめでとうございます。会宝通信12月号でもお伝えしていました、昨年の12月7日

に忘年会が開催されました。参加できなかった海外出張者や海外勤務の社員とはテレビ中継でみん

なで乾杯！ができました。美味しい料理を楽しみながら、楽しいゲームはテーブルごとで競い合い

ます。商品は商品券、国産牛肉、フルーツ盛り合わせ、映画券、ハーゲンダッツ券などなど全員が

景品をもらえます。ゲームはフラフープ、コップを並べるゲーム、ストッキングをかぶって障害物

ゲームなどみんな熱く頑張りま

した！幹事の方たちが一生懸命

企画してくれた忘年会は、今年

も大いに笑い大いに盛り上がり

ました（＾＾）（担当：宮村）                                 

社員海外レポート  

明けましておめでとうございます。Kaiho Middle Eastの畳谷です。

2018年も沢山のコンテナを輸出していただきありがとうございました。 

さて、今回もまたKMEのスタッフから『夜の散歩でオススメのスポットがあ

るよ！』と紹介された場所に行ってきましたので、レポートさせていただきた

いと思います。 

そこは隣のドバイ首長国にあり、サッカー場22面分もある広い公園でし

た。前回紹介しました冬季限定の万博テーマパーク同様、この公園も冬季限定

で11月～４月の間しか入ることができず、16時～23時とまたもや夜のみの

開園です。『夜の散歩でオススメ』と言われたのは、そこが広大なイルミネー

ションパークだったからでした。とにかくカラフルできらびやか。針金のよう

な軸に薄い布を貼り付け、中から照らされた立体的な草木や花、蝶、アニメに

出てくるような可愛らしい動物やキャラクターもあれば、本物に似せた動物園

のような、テーマ別のエリアが沢山ありました。水面に写るイルミネーション

はとても綺麗でした。公園内を鮮やかな光で照らされたイルミネーションです

が、それは極力エネルギーを抑えた電球の明かりで灯されています。 

また、立体的なものは全てリサイクルされた布で作られていて、アートエリ

アでは無数の小瓶や陶磁器の皿、CDを再利用してうまく組み込んでライト

アップされていました。 

DUBAI GARDEN GLOW、入場料は日本円で一人2,000円でした。皆さま

も現地へお越しの際は、是非立ち寄ってみてください。 

From    

UAE  



 

 

 会宝産業株式会社 国内業務部 
 〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 今年５０周年を迎えることを機にロゴマークを一新いたしました。このロゴマークは、社章や名刺は

もちろん、来社される皆さまをお迎えする看板にも載せてありますので、お越しの際にはぜひご覧くだ

さい。 

 この新しいロゴマークには、次のような想いが込められています。 

 宝に会うと書いて「会宝産業」。地球、資源、人、自然、社員、お客様など、すべてが宝であるとい

う想いを込めています。そして、宝から放たれる、まばゆい輝きがモチーフです。そこにループマーク

を掛け合わせ、循環型社会の実現をめざす企業であるということを表現しています。 

 このロゴマークも含め、いつもブランディングのサポートをしていただいているヴォイス様にも感謝

申し上げます。 （担当：佐藤）  

 今月のトピックス     ～ ロゴマークの変更 ～                  

  相場情報 ～生産部より～ 

 こんにちは。会宝産業の山口です。金沢では本格的な雪模様となり、北陸らしい冬となってきまし

た。 

 さて、相場はと言うと・・・ 特に西日本では10月からのスクラップ鉄の下げ幅が既に10,000円/

ｔに達し、いまだに下げ止まった気配も無く更なる下げ余地も残る形となっています。先月同様、海

外・輸出価格が続落している事によって国内全域でも先安感が出てい

るほか、国内の市中スクラップの発生は依然として好調な事による

「荷余り感」も電炉の追加値下げを推測させる要因となっています。 

 また、一部の国では鉄スクラップの輸入に関しての品質規制を強化

する動きも出ています。スクラップ中のダスト量を規制するものです

が、スクラップの発生源に対しても品質面では求められてくるのでは

ないか？とも言われています。2019年はこの動きにも注目していき

たいですね。  

 2018年12月実績 

 入庫台数 928台          

 処理台数 860台     

https://www.brandvoice.jp/

